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令和７年第２回定例会議決結果
全会一致の議案等

案　　　件　　　名 結果

専決処分の承認を求めることについて（岩出市税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市入湯税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市都市計画税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（岩出市国民健康保険税条例の一部改正） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度岩出市一般会計補正予算第８号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算第５号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度岩出市介護保険特別会計補正予算第５号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度岩出市墓園事業特別会計補正予算第１号） 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和７年度岩出市一般会計補正予算第１号） 承認

岩出市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可決

令和７年度岩出市一般会計補正予算（第２号） 可決

令和７年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決

令和７年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

令和７年度岩出市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決

令和７年度岩出市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

令和７年度岩出市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決

市道路線の認定について 認定

動産の取得について（ＧＩＧＡスクール構想に伴う１人１台端末の更新） 可決

岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任について（松
まつ

田
だ

　長
ちょう

次
じ

郎
ろう

 氏） 同意
※案件名は、正式議案名ではありません。
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福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員	 4ページ

◎道の駅「根来さくらの里」の状況について

◎２０２５大阪・関西万博の活用について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員	 5ページ

◎子宮頸がん予防について

◎岩出市こども計画について

西
にし

野
の

峻
たか

也
や

　議員	 6ページ

◎ため池の防災対策と維持管理について

◎ＧＩＧＡスクール構想について

田
た

畑
ばた

正
まさ

昭
あき

　議員	 7ページ

◎再生資源物の屋外保管施設（スクラップヤー

ド）について

◎広告等による新たな財源の確保について

三
み

　栖
す

　慎
しん

太
た

郎
ろう

　議員	 8ページ

◎根来周辺活性化の現状について

◎「岩出市地域防災力（震災対策）の充実強化を目

指して」を確実に推進するための施策について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員	 9ページ

◎同行援護について

牛
うし

田
だ

佑
ゆ

佳
か

　議員	 10ページ

◎子ども達の遊び場問題について

◎障害者入所施設の待機問題について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員	 11ページ

◎災害対策について（土のうステーションの設置)

◎終活支援について（エンディングサポート事業)

◎学校給食について（給食費相当の補助金・給食

でつなぐ子どもの居場所づくり)

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

令和７年第２回定例会（６月議会）

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを  

　　各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問
問8 人の議員が

市政を う

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



根
来
さ
く
ら
の
里
の
状
況
は

令
和
７
年
３
月
15
日
に
、

道
の
駅
根
来
さ
く
ら
の
里
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

質　

問

①
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
来
客

者
数
及
び
売
上
げ
状
況
は
。

②
今
後
、
ど
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
計
画
し
て
い
る
の

か
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
令
和
７
年
３
月
15
日
か
ら

５
月
末
ま
で
の
売
上
げ
は
、

４
３
１
５
万
５
２
２
５
円
。

販
売
数
２
万
１
５
５
３
人
。

前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
、

売
上
げ
は
約
３
８
８
万
２
０

０
０
円
、
約
10
％
増
。

②
道
の
駅
で
は
、
指
定
管
理

者
Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま
が
中
心
と

な
り
、
年
間
を
通
じ
て
、
桜

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
地
場
産

品
を
活
用
し
た
詰
め
放
題
、

試
食
会
、
記
念
日
に
合
わ
せ

た
イ
ベ
ン
ト
、
ク
リ
ス
マ
ス

や
正
月
を
意
識
し
た
買
物
促

進
企
画
な
ど
を
計
画
。
交
流

人
口
の
創
出
と
地
元
農
家
の

収
益
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

令
和
７
年
度
は
、
30
件
を

超
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
る
。

再　

質　

問

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
お
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
。

答　

弁　

事
業
部
長

毎
月
の
定
例
販
売
促
進
会

議
に
お
い
て
、
実
現
性
と
効

果
の
あ
る
内
容
を
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
段
階
か
ら
協
議
し
て

い
る
。

ま
た
、
後
方
支
援
と
し
て
、

広
報
い
わ
で
や
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
、
観
光
サ
イ
ト
な
ど
を

通
じ
て
周
知
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

今
後
も
市
と
指
定
管
理
者

が
連
携
し
て
、
売
上
げ
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
阪
・
関
西
万
博
の

活
用
は

質　

問

①
岩
出
市
が
出
展
し
た
日
の

内
容
は
。　

②
小
中
学
校
で
の
遠
足
の
活

用
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
市
の
魅
力
を
来
場
者
に
広

く
発
信
す
べ
く
、
地
酒
、
黒

あ
わ
び
茸
の
つ
く
だ
煮
や
甘

酒
、
あ
ら
れ
、
根
来
塗
の
お

箸
な
ど
の
民
芸
品
と
い
っ
た

特
産
品
の
販
売
を
行
っ
た
。

答　

弁　

教
育
部
長

②
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
６

月
９
日
の
山
崎
小
学
校
を
皮

切
り
に
、
残
り
５
校
に
つ
い

て
も
、
９
月
18
日
か
ら
９
月

30
日
に
か
け
て
、
順
次
万
博

に
行
く
予
定
。

中
学
校
で
は
、
修
学
旅
行

や
社
会
見
学
、
職
場
体
験
学

習
な
ど
、
既
に
決
定
し
て
い

る
行
事
が
多
く
、
日
程
調
整

が
困
難
で
あ
り
、
総
合
的
に

判
断
し
参
加
は
し
な
い
。

再　

質　

問

暑
さ
へ
の
安
全
対
策
等
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

弁　

教
育
部
長

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
万

博
側
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

の
設
置
や
、
日
陰
と
な
る
パ

ラ
ソ
ル
の
設
置
、
冷
却
ミ
ス

ト
の
設
置
、
給
水
施
設
の
設

置
な
ど
の
対
策
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
と
し
て
は
、

水
分
補
給
を
徹
底
さ
せ
、
休

憩
時
間
の
確
保
、
引
率
体
制

の
強
化
な
ど
の
安
全
対
策
を

取
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い

る
。

大阪・関西万博でのＰＲの様子

道の駅根来さくらの里の店内

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）
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子どもの健康と
　　　 居場所づくり

族
へ
の
支
援
が
必
要
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

読
書
、
学
習
支
援
や
子
供
た

ち
と
一
緒
に
調
理
し
、
食
事

の
提
供
も
行
う
。

子
供
た
ち
の
困
り
ご
と
を

聞
き
、
保
護
者
へ
の
子
育
て

相
談
に
も
対
応
。

②
６
月
23
日
に
１
回
目
の
開

催
を
行
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、

利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
事
業
実
績
や
状
況
を
把

握
・
検
証
し
、
進
め
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
の
現
状
は

質　

問

①
子
育
て
支
援
を
実
施
す
る

民
間
事
業
所
数
、
支
援
の
内

容
は
。

②
令
和
７
年
度
新
規
事
業
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
の
現
状
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
こ
ど
も
食
堂
が
７
件
。

い
わ
で
・
き
の
か
わ
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
で
は
、
子
育
て
を
地
域

で
支
え
合
う
活
動
を
実
施
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
を

す
る
グ
ル
ー
プ
が
３
件
あ
り
、

子
育
て
中
の
親
子
が
、
友
達

づ
く
り
や
悩
み
相
談
な
ど
、

自
分
た
ち
で
計
画
を
立
て
活

動
し
て
い
る
。

②
６
月
２
日
の
委
託
契
約
後
、

６
月
23
日
に
第
１
回
目
の
子

ど
も
の
居
場
所
を
開
催
。
子

供
９
人
、
母
親
１
人
の
計
10

人
が
参
加
。

再　

質　

問

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
。

②
国
が
進
め
る
児
童
育
成
支

援
拠
点
事
業
で
、
様
々
な
問

題
を
抱
え
る
若
者
や
そ
の
家

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
現
状
は

質　

問

①
昨
年
度
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
世
代
ご
と
の
接
種
率
は
。

・
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
世
代
の

現
18
歳
か
ら
28
歳

・
昨
年
度
、
定
期
接
種
最
終

世
代
の
現
17
歳

・
今
年
度
、
定
期
接
種
最
終

年
度
を
迎
え
る
現
16
歳

②
昨
年
度
、
接
種
期
限
を
迎

え
る
方
へ
の
周
知
方
法
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①②
市
の
広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
周
知
に
加
え
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
及
び
定

期
接
種
最
終
世
代
の
方
で
接

種
歴
の
な
い
方
に
対
し
、
個

別
通
知
に
よ
る
接
種
勧
奨
を

行
っ
た
。

再　

質　

問

①
定
期
接
種
最
終
年
度
の
対

象
者
へ
の
周
知
方
法
は
。

②
個
別
通
知
を
す
る
費
用
は
。

③
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
、

今
年
度
、
最
終
を
迎
え
る
２

回
接
種
、
３
回
接
種
の
方
へ

の
接
種
勧
奨
の
通
知
方
法
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
９
月
末
ま
で
に
未
接
種
者

を
再
度
抽
出
し
、
個
別
通
知

に
て
接
種
勧
奨
を
実
施
予
定
。

②
令
和
７
年
５
月
末
時
点
で
、

一
回
も
接
種
し
て
い
な
い
方

は
１
６
０
人
で
、
費
用
は
１

万
３
６
０
０
円
。

③
２
月
に
３
回
接
種
が
完
了

し
て
い
な
い
２
４
２
６
人
に

対
し
、
期
限
が
延
長
と
な
っ

た
旨
を
個
別
通
知
し
、
改
め

て
接
種
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

岩出市こども計画

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）

現18歳
～28歳

現17歳 現16歳

対象者数 3,291人 267人 257人

接種者 809人 109人 92人

接種率 24.6% 40.8% 35.8%

いわで議会だよりいわで議会だより− 5 −



ため池の防災対策
　　　　 と維持管理

な
意
見
に
触
れ
議
論
を
深
め

る
機
会
が
増
え
、
表
現
の
幅

も
広
が
っ
た
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
目
な
ど

へ
の
影
響
、
手
書
き
機
会
の

減
少
、
関
係
の
な
い
情
報
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
リ
ス
ク
な
ど
。

再　

質　

問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

第
二
期
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
、
利
活
用
の
促
進
、

個
別
最
適
な
学
び
と
多
様
な

他
者
と
課
題
解
決
に
取
り
組

む
協
働
的
な
学
び
を
目
指
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

現
状
と
今
後
は

文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
で
、
市
内
小

中
学
生
に
も
１
人
１
台
教
育

用
端
末
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
定
例
会
で
も
端
末
更

新
に
よ
る
動
産
取
得
の
議
案

が
あ
り
可
決
さ
れ
た
。

質　

問

①
市
内
小
中
学
校
で
の
休
憩

時
間
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
状

況
は
。

②
導
入
後
に
見
え
て
き
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
学
習

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
使
用
す
る
児
童
生
徒
の
多

く
は
、
課
題
や
調
べ
学
習
、

委
員
会
活
動
、
タ
イ
ピ
ン
グ

練
習
な
ど
学
習
目
的
で
使
用
。

大
半
の
児
童
生
徒
は
友
達

と
外
で
遊
ん
だ
り
、
教
室
で

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
過
ご
す

事
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

②
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
一
人

一
人
の
進
度
や
特
性
に
応
じ

た
学
習
が
可
能
と
な
り
、
グ

ル
ー
プ
で
の
共
同
編
集
も
容

易
に
な
っ
た
こ
と
で
、
多
様

岩
出
市
が
公
開
し
て
い
る

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

見
る
と
、
市
内
の
広
範
囲
が

た
め
池
浸
水
区
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
対

策
を
進
め
て
い
る
。

質　

問

①
市
民
生
活
に
危
険
を
も
た

ら
す
可
能
性
の
あ
る
た
め
池

数
と
改
修
状
況
は
。

②
高
齢
化
に
よ
り
地
域
で
の

た
め
池
の
維
持
管
理
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

対
策
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
た
め
池
総
数
は
38
か
所
。

危
険
な
た
め
池
は
、
た
め
池

が
決
壊
し
た
場
合
の
浸
水
区

域
に
家
屋
や
公
共
施
設
が
存

在
し
、
人
的
被
害
を
与
え
る

た
め
池
と
定
義
し
、
県
が
法

律
に
よ
り
指
定
す
る
防
災
重

点
農
業
用
た
め
池
が
31
か
所
。

改
修
済
た
め
池
は
17
か
所
。

県
策
定
の
た
め
池
改
修
加
速

化
計
画
で
桃
坂
新
池
の
改
修

が
必
要
。
令
和
７
年
度
完
成

に
向
け
事
業
を
進
め
て
い
る
。

②
引
き
続
き
、
た
め
池
管
理

者
に
対
し
、
地
域
と
連
携
し

た
維
持
管
理
を
お
願
い
す
る
。

再　

質　

問

①
地
域
や
管
理
者
か
ら
市
へ

維
持
管
理
に
対
す
る
支
援
要

請
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

②
将
来
、
誰
も
管
理
し
な
く

な
っ
た
時
は
、
市
が
管
理
し

な
い
と
い
け
な
く
な
る
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
国
の
補
助
制
度
の
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
、

た
め
池
の
維
持
管
理
の
活
動

費
支
援
を
提
案
す
る
。

②
た
め
池
管
理
者
、
地
域
、

市
で
協
力
し
て
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。岩ノ谷池（岩出市山崎地内）

西
にし

野
の

　峻
たか

也
や

 議員
（創生岩出）
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昨
今
、
廃
棄
物
な
ど
を
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
取

組
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。　

再
生
資
源
物
の
再
利
用
は

適
正
に
処
理
し
、
保
管
さ
れ

て
い
れ
ば
、
限
り
あ
る
資
源

を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
も

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ

プ
等
の
不
適
正
な
処
理
や
保

管
に
起
因
す
る
ヤ
ー
ド
問
題

が
、
環
境
汚
染
や
地
域
住
環

境
へ
の
悪
影
響
を
引
き
起
こ

す
事
例
も
増
え
て
い
る
。

再　

質　

問

周
辺
に
悪
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
想
定
し
て
い

る
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

岩
出
市
の
環
境
を
ま
も
る

条
例
に
基
づ
き
、
悪
影
響
を

及
ぼ
す
事
案
に
対
し
防
止
措

置
を
講
じ
る
よ
う
指
導
す
る
。

質　

問

①
市
内
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ

ー
ド
の
実
態
把
握
状
況
は
。

②
不
適
切
な
再
生
資
源
物
の

保
管
を
し
て
い
る
金
属
ス
ク

ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
の
周
辺
住
環

境
へ
の
影
響
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
産
業
廃

棄
物
で
は
な
く
、
有
価
物
で

あ
り
、
古
物
商
の
許
可
申
請

を
警
察
に
届
け
出
る
も
の
で

あ
る
。
本
市
に
届
出
が
な
い

た
め
、
正
確
な
実
態
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
自
動
車
な
ど
の
解
体
で
あ

れ
ば
、
油
の
流
出
に
よ
る
公

共
用
水
域
の
汚
染
を
懸
念
。

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
積
み
下
ろ
し
時
に

発
生
す
る
騒
音
な
ど
を
想
定
。

再　

　々

質　

問

本
市
と
し
て
独
自
に
再
生

資
源
物
の
保
管
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

市
独
自
に
よ
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

を
判
断
し
、
研
究
し
て
い
く
。

広
告
に
よ
る
新
た
な

財
源
確
保
を

地
方
自
治
体
の
所
有
資
産

に
広
告
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

民
間
と
の
協
働
に
よ
る
収
益

確
保
と
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
取
組
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

質　

問
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

公
共
施
設
等
の
命
名
権
、
い

わ
ゆ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
民
間
企
業
等
へ
付
与
し
、

財
源
と
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

公
共
施
設
と
い
う
性
質
を

損
な
わ
な
い
よ
う
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ

導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

再　

質　

問

広
告
収
入
を
そ
の
担
当
部

署
の
予
算
と
し
て
自
由
に
使

え
る
よ
う
に
し
、
各
部
の
広

告
導
入
へ
の
工
夫
を
凝
ら
し

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

本
市
の
予
算
編
成
は
、
歳

入
財
源
に
見
合
う
歳
出
予
算

を
基
本
と
し
、
自
主
財
源
の

確
保
、
経
常
経
費
の
削
減
に

努
め
て
い
る
。

広
告
収
入
等
の
歳
入
財
源

が
増
加
し
て
も
歳
出
事
業
費

を
上
積
み
す
る
予
算
編
成
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
も

引
き
続
き
広
告
収
入
の
財
源

確
保
、
適
正
な
予
算
編
成
に

努
め
る
。 

再
生
資
源
物
保
管
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　

制
定
を

高積みされた金属スクラップ（出典：環境省（千葉県））

市役所内デジタルサイネージ

田
た

畑
ばた

　正
まさ

昭
あき

 議員
（公明党議員団）
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根
来
周
辺
活
性
化
の
現
状
は

質　

問

①
直
近
１
年
間
の
活
性
化
施

策
を
個
別
具
体
的
に
。

②
各
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
数
は
。

③
ね
ご
ろ
歴
史
の
丘
事
務
長
、

市
、
物
販
・
情
報
施
設
指
定

管
理
者
等
は
、
ど
の
よ
う
な

協
力
体
制
か
。

④
根
来
の
子
守
唄
等
、
ふ
る

さ
と
教
育
は
視
野
に
入
っ
て

い
る
の
か
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
②
教
育
部
移
管
後
、
根
来

の
地
に
人
を
集
め
る
と
の
方

針
の
も
と
、
対
前
年
倍
以
上

78
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

教
育
部
各
課
館
等
主
催
計

３
８
２
０
人
、
市
観
光
協
会

主
催
１
万
１
６
０
人
。

議
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
、
和
太
鼓
、
那

賀
高
茶
道
部
野
点
、
華
道
部

生
け
花
展
示
、
書
道
部
演
技
、

琴
部
演
奏
等
が
大
好
評
。

③
毎
月
、
道
の
駅
各
店
舗
、

産
業
振
興
課
、
民
俗
資
料
館

に
よ
る
販
促
会
議
を
行
い
、

旧
和
歌
山
県
議
会
議
事
堂
、

若
も
の
広
場
等
の
利
用
予
定

を
加
味
し
た
戦
略
を
立
案
。

ね
ご
ろ
歴
史
の
丘
事
務
長

は
、
民
俗
資
料
館
長
指
揮
の

も
と
、
広
い
人
脈
を
生
か
し
、

旗
振
り
役
を
担
っ
て
い
る
。

④
根
来
の
子
守
唄
等
、
身
近

な
文
化
に
興
味
関
心
を
持
ち
、

愛
着
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
令
和
４
年
度
か
ら
ふ
る

さ
と
教
育
出
前
授
業
を
実
施
。

　

ま
た
、
民
俗
資
料
館
や
岩

出
図
書
館
と
連
携
し
た
ふ
る

さ
と
歴
史
学
習
会
開
催
や
、

パ
ネ
ル
展
示
を
定
期
開
催
。

質　

問

⑤
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
、
道
の

駅
「
ね
ご
ろ
歴
史
の
丘
」
の

売
上
げ
に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

⑥
活
性
化
施
策
、
今
後
の
展

開
は
。

⑦
岩
出
駅
前
活
性
化
と
の
関

連
付
け
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

⑧
公
共
施
設
予
約
時
の
電
子

申
請
対
応
が
遅
れ
て
い
る
が

問
題
意
識
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

⑤
食
と
観
光
の
フ
ェ
ス
タ
や
、

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

地
域
内
外
か
ら
の
集
客
と
購

買
行
動
を
喚
起
し
、
通
常
売

上
を
大
き
く
上
回
る
結
果
。

道
の
駅
全
体
の
月
別
売
上

も
、
令
和
６
年
度
は
、
前
年

同
月
を
す
べ
て
上
回
っ
た
。

⑥
⑦
公
共
交
通
を
活
用
し
た

観
光
周
遊
の
活
性
化
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
起
点
公
共
交
通

に
よ
る
、
根
来
寺
、
道
の
駅
、

緑
花
セ
ン
タ
ー
等
巡
回
す
る

観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
確
立
。

バ
ス
発
着
点
の
集
約
促
進
、

観
光
導
線
の
整
備
を
目
指
す
。

地
域
経
済
と
連
動
し
た
仕

組
み
の
構
築
と
し
て
、
道
の

駅
、
市
内
飲
食
店
消
費
促
進

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
定
期
的
に
実
施
。

鉄
砲
隊
な
り
き
り
体
験
、

根
来
の
子
守
唄
演
出
等
は
、

年
３
回
程
度
の
開
催
や
季
節

限
定
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
展
開
。

答　

弁　

総
務
部
長

⑧
７
月
25
日
よ
り
13
施
設
で

ネ
ッ
ト
で
の
空
き
状
況
確
認
、

予
約
を
開
始
。
今
後
も
対
応

施
設
を
増
や
す
方
向
。

岩
出
市
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
を
目
指
し
て

施
策
の
推
進
を

質　

問
推
進
の
遅
れ
が
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
が
。

答　

弁　

総
務
部
長

地
域
で
の
説
明
等
、
具
体

的
行
動
を
走
ら
せ
な
が
ら
、

事
業
検
証
を
進
め
て
い
く
。

岩出市地域防災力（震災対策）の充実強化を目指して
市ウェブサイトより

旧和歌山県議会議事堂周辺の様子

三
み

栖
す

 慎
しん

太
た

郎
ろう

 議員
（郁青青クラブ）

岩出市地域防災力（震災対策）の充実強化を目指して

より安全・安心で、住みやすい岩出市へ
活力あふれるまち ふれあいのまち

１ 市民参加 ： 行政全般への理解と共感、納得と支持

２ 共助促進 ： ｺﾐｭﾆﾃｨの活性化、住民主体の街づくり

３ 人口増加 ： より一層、安全・安心な岩出市へ

～ 令和７年度・重点事業 ～

緊急にすべき施策

岩出市震災対策充実強化計画2025

★ 初動体制の確立

★ 地域防災会議での課題の共有と取組み

★ 市長直轄での危機管理体制の強化

初動体制の確立(基盤整備・緊急対策・新たな課題への対応）

危機管理体制の強化

★ 市長直轄体制確立（指揮判断と対応の迅速化）

★ 危機管理体制の強化（消防・災害実務・災害対策）

★ 各部局の体制整理（各所属おける取組みの強化）

⑴ 必要な情報が伝わり広がる岩出市へ

★ 発災時においても隅々の様子が分かる岩出市へ

○ 非臨場ｼｽﾃﾑ(ドローン、カメラ）/情報収集（SNS）

★ 災害に強い情報通信環境が整備された岩出市へ

〇 実態調査/不通時の代替え措置/非常時の意思決定ﾙｰﾙ

★ 必要とされる情報が途切れずに発信される岩出市へ

〇 多重化/行動に繋げる発信/報道機関との連携

⑵ 実戦的な知識・対応力が身につく岩出市へ

★ 防災思想が将来の子供たちにも伝承される岩出市へ

○ 教育基盤/伝承環境/自助・共助促進/企業・団体参加

★ 平常時の強い絆で災害に立ち向かう岩出市へ

〇 ｺﾐｭﾆﾃｨ活性化/地区ﾘｰﾀﾞｰ育成/自治会・自主防災等支援

★ 官民連携により防災・減災対策を考える岩出市へ

〇 防災会議活性化/顔の見える関係構築/市民主体の活動

⑶ 多角的に初動対応環境が整った岩出市へ

★ あっ！と思った瞬間に安全な行動がとれる岩出市へ

○ 訓練見直し/ﾊｰﾄﾞ･ｿﾌﾄ両面の対策/地区防災計画作成

★ ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの信頼性・機能性が優れた岩出市へ

〇 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ高度化/理解促進/旅行者等向けﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

★ 帰宅困難者も安心して避難ができる岩出市へ

〇 事前情報/発災時情報/避難・物資・帰宅支援
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市民に寄り添って
          考察する

現
在
、
社
会
情
勢
は
、
不

安
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、

世
界
情
勢
な
ど
を
背
景
と
し

た
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
加

え
、
物
価
高
騰
な
ど
、
世
の

中
に
景
気
後
退
、
懸
念
が
高

ま
り
社
会
が
極
め
て
危
機
的

な
状
況
で
は
な
い
か
。

多
く
の
課
題
・
問
題
が
あ

る
中
、
そ
れ
に
携
わ
る
政
治

が
、
分
断
を
招
き
か
ね
な
い

政
策
で
混
乱
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

市
民
か
ら
は
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
方
々
の
政
策
が
重

要
視
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う

声
を
い
た
だ
い
た
。

同
行
援
護
の
充
実

質　

問

①
本
市
の
認
識
と
市
民
か
ら

の
意
見
・
要
望
は
。

②
視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

内
容
は
。

③
同
行
援
護
の
対
象
者
の
基

準
は
。

④
同
行
援
護
の
従
事
者
の
資

格
要
件
は
。

⑤
同
行
援
護
の
実
施
体
制
の

確
保
は
。

②
生
活
支
援
と
し
て
、
同
行

援
護
の
ほ
か
、
通
院
等
介
助

や
家
事
援
助
な
ど
の
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活
用

具
、
補
装
具
費
の
支
給
。

情
報
保
障
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
と
し
て
、
広

報
紙
の
音
声
版
の
提
供
や
、

各
種
計
画
へ
の
ユ
ニ
ボ
イ
ス

（
音
声
コ
ー
ド
）
の
添
付
を

実
施
。

③
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
同

行
援
護
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

票
に
基
づ
い
た
評
価
が
必
要
。

調
査
項
目
の
う
ち
、
視
力

障
害
、
視
野
障
害
、
夜
盲
の

い
ず
れ
か
に
１
点
以
上
か
つ

移
動
障
害
に
１
点
以
上
の
評

価
が
あ
る
こ
と
。

④
県
が
指
定
す
る
研
修
事
業

者
が
実
施
す
る
養
成
研
修
一

般
課
程
を
修
了
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
居
宅
介
護
の
従
事
者

要
件
を
満
た
し
、
か
つ
視
覚

障
害
を
有
す
る
身
体
障
害
者

の
福
祉
に
関
す
る
事
業
で
、

１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
方
。

⑤
相
談
支
援
専
門
員
等
が
作

成
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
に
基
づ
き
、
支
給
決
定
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
、

安
全
か
つ
円
滑
に
外
出
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
同
行
援

護
従
事
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

が
付
き
添
っ
て
、
移
動
の
支

援
や
情
報
提
供
、
代
筆
、
代

読
な
ど
を
行
う
も
の
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
立

と
社
会
参
加
を
支
え
る
重
要

な
福
祉
施
策
の
ひ
と
つ
と
の

認
識
。

意
見
・
要
望
は
寄
せ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
あ
っ
た
場
合

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

個
別
状
況
で
適
正
に
対
応
。

再　

質　

問

某
新
聞
の
記
事
か
ら
、
他

の
自
治
体
に
お
い
て
親
子
で

視
覚
障
害
を
持
っ
た
18
歳
未

満
の
児
童
に
同
行
援
護
が
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
報
道
が

あ
り
、
市
民
の
方
か
ら
本
市

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

本
市
で
は
、
18
歳
未
満
の

児
童
に
同
行
援
護
は
認
め
ら

れ
る
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

世
帯
の
状
況
等
を
確
認
し
、

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
18
歳
未
満
に
対
し

て
も
支
給
決
定
を
行
う
。

市の各種計画に掲載された音声コード

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）

いわで議会だよりいわで議会だより− 9 −



子供の遊び場と
　　　　   障害福祉

応
す
る
た
め
４
つ
の
専
門
部

会
と
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
応
じ
た
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
、
地
域
生
活
支
援
拠

点
等
の
整
備
、
緊
急
時
対
応
、

地
域
移
行
支
援
、
親
亡
き
後

の
体
制
整
備
と
い
っ
た
課
題

に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
る
。

強
度
行
動
障
害
を
個
別
テ

ー
マ
と
し
て
協
議
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
関
連
す
る
取
組

と
し
て
、
本
年
７
月
17
日
に

行
動
障
害
に
関
す
る
研
修
を

予
定
。
支
援
者
の
理
解
と
対

応
力
の
向
上
を
図
る
。

把
握
で
き
て
い
る
か
。

③
那
賀
圏
域
障
害
児
・
者
自

立
支
援
協
議
会
で
、
身
体
障

害
者
、
知
的
障
害
者
及
び
精

神
障
害
者
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
協
議
を
し
て
い
る
の

か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
本
市
に
は
障
害
者
支
援
施

設
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
２
か
所

あ
り
、
運
営
法
人
の
報
告
等

に
よ
る
と
現
時
点
で
待
機
者

は
い
な
い
。

②
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

も
お
ら
れ
る
た
め
、
実
際
の

人
数
の
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。
重
度
障
害
者
支
援
加
算

の
状
況
か
ら
強
度
行
動
障
害

の
可
能
性
が
高
い
方
は
、

〇
令
和
４
年
度
17
人

〇
令
和
５
年
度
17
人

ま
た
、
加
算
の
対
象
者
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
令
和
６

年
度
は
52
人
と
な
っ
て
い
る
。

③
那
賀
圏
域
障
害
児
・
者
自

立
支
援
協
議
会
で
は
、
身
体

障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
を
含
む
多
様
な
障
害
に
対

子
供
達
の
遊
び
場
の
問
題

質　

問
本
市
に
お
け
る
公
園
整
備

の
計
画
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

都
市
公
園
と
し
て
、
さ
ぎ

の
せ
公
園
、
東
公
園
、
大
宮

緑
地
な
ど
の
９
つ
の
公
園
と

宅
地
開
発
に
伴
い
設
置
さ
れ

た
３
２
８
の
団
地
内
公
園
が

あ
る
。

そ
の
他
の
公
園
と
し
て
水

栖
大
池
公
園
や
新
坂
ふ
れ
あ

い
公
園
な
ど
の
農
村
公
園
、

防
災
公
園
と
し
て
交
通
公
園

が
あ
る
。

新
た
な
公
園
の
設
置
に
は
、

候
補
地
の
確
保
や
事
業
財
源

な
ど
現
実
的
に
難
し
い
問
題

も
多
く
、
既
設
公
園
の
機
能

強
化
と
し
て
の
公
園
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

に
伴
い
団
地
内
公
園
の
管
理

に
対
す
る
相
談
が
年
々
増
加
。

今
後
の
取
組
と
し
て
、
現

在
の
団
地
内
公
園
の
整
理
統

合
を
対
象
に
、
新
設
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

最
終
的
に
国
と
の
協
議
が

必
要
と
な
る
が
、
実
現
す
れ

ば
新
設
公
園
の
設
置
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
際
は
、
一
時
避
難
地

や
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
候

補
地
な
ど
、
有
事
で
の
活
用

を
視
野
に
進
め
る
事
に
な
る

が
、
子
供
達
の
遊
び
場
と
し

て
の
機
能
に
関
し
て
も
検
討
。

障
害
者
入
所
施
設
の

待
機
問
題

質　

問

①
本
市
に
お
け
る
障
が
い
別

の
入
所
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
待
機
人
数
は
。

②
強
度
行
動
障
害
の
人
数
を

牛
うし

田
だ

　佑
ゆ

佳
か

 議員
（郁青青クラブ）

交通公園（防災公園）岩出市提供
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厚
生
労
働
省
の
初
め
て
の

調
査
で
、
身
寄
り
の
な
い
な

ど
の
事
情
で
、
引
取
手
が
な

く
自
治
体
が
火
葬
な
ど
を
行

っ
た
遺
体
は
、
２
０
２
３
年

度
、
全
国
で
４
万
人
余
り
。

厚
生
労
働
省
は
、
単
身
の
高

齢
者
な
ど
の
増
加
に
伴
い
、

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
し

て
い
る
。
早
い
段
階
か
ら
対

策
に
乗
り
出
す
こ
と
で
、
こ

の
問
題
に
向
き
合
う
自
治
体

も
出
て
き
て
い
る
。

心
配
す
る
高
齢
者
な
ど
に
も

対
応
。
ま
た
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
司
法
書
士
や
弁

護
士
等
に
つ
な
げ
、
那
賀
圏

域
で
作
成
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

ノ
ー
ト
を
勧
め
る
な
ど
の
対

応
も
し
て
い
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
導
入
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

質　

問

①
引
取
手
の
な
い
遺
体
、
遺

骨
の
市
の
状
況
は
。

②
独
り
暮
ら
し
で
頼
れ
る
身

寄
り
が
な
く
、
生
活
に
ゆ
と

り
が
な
い
高
齢
等
の
葬
儀
、

納
骨
な
ど
に
関
す
る
相
談
に

乗
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
。

（
元
気
な
う
ち
に
終
活
情
報

を
市
に
登
録
）
市
で
も
実
施

を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
令
和
３
年
度
０
件
、
令
和

４
年
度
２
件
、
令
和
５
年
度

２
件
、
令
和
６
年
度
３
件
。

②
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
。
終
活
に
関
す
る
相
談

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
対
応
し
て
い
る
。
独
り

暮
ら
し
で
死
後
の
葬
儀
等
を

学
校
給
食

学
校
給
食
費
の
相
当
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
学
校
給
食

費
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な

い
児
童
生
徒
の
い
る
家
庭
に

対
し
、
学
校
給
食
費
相
当
額

を
給
付
す
る
市
町
村
が
あ
る
。

質　

問
ア
レ
ル
ギ
ー
等
に
よ
り
給

食
の
提
供
を
受
け
て
い
な
い

児
童
生
徒
、
不
登
校
に
よ
り

給
食
を
停
止
し
て
い
る
児
童

生
徒
へ
の
補
助
を
。

答　

弁　

教
育
長

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

は
、
和
歌
山
県
公
立
学
校
給

食
費
無
償
化
事
業
補
助
金
を

活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。

岩
出
市
の
学
校
給
食
を
食

し
た
児
童
生
徒
の
給
食
費
実

費
分
を
、
本
市
が
負
担
す
る

と
い
う
事
業
。

給
食
費
相
当
の
補
助
金
は
、

県
内
全
て
の
自
治
体
で
公
平

に
実
施
す
べ
き
施
策
で
あ
り
、

国
、
県
に
お
い
て
一
律
に
実

施
す
べ
き
事
業
で
あ
る
と
考

え
る
。

市
単
独
で
の
実
施
は
考
え

て
い
な
い
。

再　

質　

問

本
来
、
み
ん
な
と
同
じ
よ

う
に
学
校
給
食
が
食
べ
た
い
、

で
も
食
べ
ら
れ
な
い
。
そ
う

し
た
子
供
た
ち
の
家
庭
も
、

毎
日
お
昼
を
用
意
し
て
い
る
。

相
当
分
を
市
が
負
担
す
る
と

い
う
考
え
は
十
分
で
き
る
が
。

答　

弁　

教
育
長

日
本
全
国
ど
こ
の
自
治
体

に
お
い
て
も
一
律
に
行
う
べ

き
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

国
及
び
県
が
実
施
す
る
事
業

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本

市
単
独
で
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　

 

サ
ポ
ー
ト
事
業

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員

岩出市教育委員会提供

メッセージノート（那賀圏域で作成）
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梅田　哲也　議員 （７２歳） が

５月１９日にご逝去されました。

ここに謹んで生前の功績をたた

え、 心よりご冥福をお祈りいたし

ます。

訃　報

～委員会の構成が変わりました～

【議会運営委員会】（令和７年５月３０日付）

◎　福　岡　進　二　　〇　大　上　正　春

　　井　神　慶　久　　　　尾　和　正　之

　　「◎」委員長、「〇」副委員長

議会広報常任委員会　報告

オンラインセミナー受講
７月３１日　講師 ： 金井茂樹氏 （一般社団法人自治体広報広聴研究所代表理事）

広
報
の
あ
り
方
を
考
え
る

広
報
の
発
信
手
段
は
、
紙

媒
体
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
動
画
配
信

な
ど
手
法
も
変
化
し
て
き
て

い
る
。
た
だ
、
広
報
紙
の
充

実
は
、
議
員
の
説
明
責
任
を

果
た
す
役
割
だ
け
で
な
く
、

市
民
と
問
題
意
識
を
共
有
し

自
治
体
に
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
に
も
つ
な
が
る
。

研
修
を
受
け
て
、
紙
面
の

充
実
と
と
も
に
、
新
た
な
情

報
発
信
の
た
め
の
議
論
も
行

っ
て
い
き
た
い
。

目　
　

的

議
会
広
報
の
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

広
報
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、

業
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図

る
。
（
広
報
パ
ー
ソ
ン
と
は
、

社
会
に
対
し
て
適
切
な
情
報

を
発
信
し
、
信
頼
を
構
築
す

る
た
め
の
業
務
。
）

議
会
だ
よ
り
の
評
価

・
表
紙
の
手
書
き
風
フ
ォ
ン

ト
が
親
し
み
や
す
い
。

・
表
紙
の
写
真
枠
、
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
を
ず
ら
し
躍
動
感
が

出
せ
て
い
る
。

指　

摘　

事　

項

《
議
決
結
果
ペ
ー
ジ
》

・
議
案
等
の
内
容
が
具
体
的

で
な
い
。
あ
ら
ま
し
の
挿
入

を
。

《
一
般
質
問
ペ
ー
ジ
》

・
見
出
し
は
「
提
案
型
」
、

「
監
視
型
」
で
統
一
す
べ
き
。

・
質
問
項
目
の
前
に
余
白
を

入
れ
る
と
見
や
す
く
な
る
。

《
裏
表
紙
》

・
「
キ
ラ
リ
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
」

の
説
明
が
必
要
。

・
議
会
日
程
に
、
傍
聴
の
案

内
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

いわで議会だより − 12 −いわで議会だより



「いわで議会だより」の
表紙を募集しています！
岩出市議会では、年4回（3月、6月、9月、12月）発行している

「いわで議会だより」の表紙（A4縦）に、皆様から応募いただい

た写真、イラストを掲載します。

問い合わせ先　岩出市議会事務局　電話 : 0736-61-6947（直通） FAX : 0736-61-6946

募　　集　　要　　領

たくさんのご応募を
お待ちしています！

1.	受付期日

随時受付します。

【募集締切りの目安】

3月号　 12月20日　　 6月号 　3月20日

9月号　　6月20日　　12月号　 9月20日

	 ※最新号に起用されるとは限りませんので、ご了承ください。

2.	募集内容

人物・動物・四季の風景・学校行事・イベント

等の写真、絵画、イラスト等の作品

3.	応募条件

①岩出市内で応募者自身が撮影または描いた未

発表のオリジナル作品です。

②作品は、カラー（A4縦）とします。データ可。

③人物が特定できる場合は、ご本人の了承を得

てください。

④提出された作品の著作権は、岩出市に帰属さ

れるものとします。

⑤提出された作品は、返還いたしません。

⑥応募者は、岩出市内在住者又は岩出市内に勤

務・通学されている方に限ります。

⑦採用された方には、掲載が決定後、連絡を行

います。(採用者以外には連絡しませんので

ご了承ください。)

4.	選　　考

	 岩出市議会広報常任委員会が選考します。

5.	紙面への掲載

①紙面へは、カラーで、氏名、学校名及び撮影

場所等を掲載します。

②岩出市議会広報常任委員会で作品のトリミン

グ等を行う場合がありますので、ご了承願い

ます。

6.	応募方法

撮影者、製作者の住所・氏名・電話番号・作

品名・撮影場所・撮影時期、作品タイトルをご

記入の上、次の宛先までご応募ください。

なお、応募に係る費用は、応募者の負担でお

願いします。

7.	応 募 先

	 ・〒649-6292　岩出市西野209番地　

	 　　岩出市議会広報常任委員会　宛

	 ・Ｅmail : gikai@city.iwade.lg.jp

8.	その他

	 採用された方には、粗品を

　 進呈します。

岩出市議会ウェブサイト

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −



山
崎
北
小
学
校　

６
年　

久く

保ぼ

田た 

希き

穂ほ 

さ
ん

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

私
が
一
年
生
の
と
き
の
看
護
師
さ
ん
と
の
出
会

い
で
す
。
緊
急
で
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

と
て
も
不
安
だ
っ
た
私
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
心
強

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

今
、
私
は
学
校
で
児
童
長
と
い
う
き
ち
ょ
う
な
経
験
を
し
て
い
ま

す
。
児
童
長
は
、
学
校
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
を
引
っ

張
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
私
を
勇
気
づ
け
て
く

れ
た
よ
う
な
、
優
し
い
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

根
来
小
学
校　

６
年　

若わ
か

野の 

奈な

々な

美み 

さ
ん

私
の
夢
は
、
動
物
の
看
護
師
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
、
私
は
動
物
が
好
き
で
、
今
も
家

で
犬
を
飼
っ
て
い
て
と
て
も
か
わ
い
い
か
ら
で
す
。

私
は
、
犬
以
外
に
も
、
ね
こ
や
う
さ
ぎ
、
ひ

よ
こ
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
好
き
だ
か
ら
、
動
物
の
看
護
師
に

な
る
た
め
に
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

私
が
動
物
の
看
護
師
に
な
っ
た
ら
、
動
物
の
診
療
補
助
や
動
物
の

ケ
ア
を
し
た
い
で
す
。
診
療
補
助
と
い
う
の
は
、
動
物
の
診
療
や
治

療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。
動
物
の
ケ
ア
と
は
、
動
物
の
世
話

を
す
る
こ
と
で
す
。

将
来
、
私
は
動
物
の
看
護
師
に
な
っ
て
、
診
療
補
助
と
動
物
の
ケ

ア
を
し
て
大
好
き
な
動
物
た
ち
を
見
守
り
た
い
で
す
。
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／
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広
報
常
任
委
員
会
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：gikai@c
ity.iwade

.lg.jp

い
わ
で
議
会
だ
よ
り
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号

2025
9月

★ 令和７年第３回定例会（９月）の

　 本会議開催予定日は、次のとおりです。

携帯電話・スマートフォンなどの 
バーコードリーダーで読み取ると
議会ウェブサイトにアクセスできます。

岩出市議会岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

市議会ウェブサイト

●第３回定例会（９月議会）日程
午前9時30分から

 ９月３日（水） 行政報告･議案説明

９日（火） 質疑・委員会付託

18日（木） 討論・採決

22日（月） 一般質問

24日（水） 一般質問

議会広報常任委員会

「手に取って 読みたくなる 議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長  三栖慎太郎　 副委員長  市來利恵　 委員  福山晴美　西野峻也　杉本直哉　大上正春　牛田佑佳

９月３日（水）の本会議は、午前９時３０分か

ら旧和歌山県議会議事堂（根来２３４７-２２）

で開会します。ぜひ傍聴にお越しください。

なお、９月９日（火）以降の本会議は、午前

９時３０分か

ら、岩出市

役所の市議

会議場で開

きます。


